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生体機能測定学 I 

 

授業概要 

種々の生体機能を測定する方法について、その測定原理まで遡って基礎から学ぶことに

より、データに重畳するアーティファクトの特徴を知り、生データから必要なデータを的

確に抽出する講義を行ってから、実際に測定結果の生データを使った演習を行う。このこ

とにより、短時間で効率的に生体機能の測定結果が読み取れるようになることが期待でき

る。 

 

担当教員 

廣田秋彦（主担当）  教 授・神経・筋肉生理学 

山口修平       教 授・内科学第三 

堀口 淳       教 授・精神医学 

小黒浩明       講 師・神経内科 

和氣 玲       講 師・精神科神経科 

 

一般目標 

１．生体機能を測定する種々の方法について、その測定原理を理解する。 

２．測定データに含まれるアーティファクトを区別し、生体機能に関連したデータを的確

に抽出し読み取り、客観的に評価できる力を、演習を通じて養う。 

 

教育内容（講義および演習）と行動目標 

A．生体現象の光学測定法の原理とその適用（廣田） 

膜電位感受性色素を用いて脳表面の膜電位変化を、光学的測定法を用いることで、数百ヶ

所の領域から１㍉秒の高時間分解能で同時に連続して十分以上連続記録出来る測定装置に

ついて紹介し、これを用いて機能マップを作製する手法により、大脳皮質に生じる電気現

象を解析する方法に関する講義と演習を合わせて３回実施する。 

行動目標 

１．光学測定法について理解し、測定目的に合った光学的測定方法を選別できる。 

２．光学シグナルから、測定目的のシグナルとアーティファクトが区別できる。 

 

B.高次脳機能評価の基礎とその臨床応用（山口） 

ヒト高次脳機能の客観的評価方法として、神経心理学的検査、事象関連電位を含む脳波

検査、さらに近年進歩した機能的 MRI や光トポグラフィーによる脳機能画像検査がある。

これらの検査方法の原理と特徴について講義し、測定データから高次脳機能評価を行う演

習を、講義と演習合わせて 3回実施する。 

行動目標 

１．ヒト高次脳機能を客観的に評価する方法の原理と特徴概説できる。 

２．高次脳機能検査のデータを読み取り、客観的に評価できる。 
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C.脳波睡眠覚醒障害の基礎と臨床（堀口） 

  睡眠覚醒のメカニズムについての理解を深め、さまざま睡眠覚醒障害の病態や診断およ

び鑑別診断とそれらの治療方法などについて講義と演習を 3回に分けて実施する。 

行動目標 

１．終夜睡眠ポリグラフ検査の測定方法を理解し、データを評価できる。 

２．睡眠覚醒のメカニズムを理解し、さまざまな睡眠覚醒障害の診断と治療に適用できる。 

 

D. 磁気刺激法の基礎と研究・臨床応用（小黒） 

連続磁気刺激(Repetitive Magnetic Resonance Stimulation: rTMS)による大脳局在の賦

活あるいは抑制は、認知神経科学領域、神経内科学領域において大変重要な位置を占める

ようになった。高次脳機能研究はこれまで主に疾患脳の集積および健常脳との比較により

解析を行ってこられたが、磁気刺激法によって擬似的・可逆的病巣を作り出すことが可能

となり rTMS を用いた研究・報告が世界でさかんに行われている。本講座は磁気刺激の基

礎、方法論、研究・臨床への応用などについて講義を行う。また実際に機器を使ったデモ

ンストレーションを中心とした演習も行う。講義と演習合わせて 3回実施する。 

行動目標 

１．大脳皮質に様々な影響を及ぼす連続磁気刺激の機序と可能性を概説できる 

２．認知機能評価、遂行課題との併用、臨床治療への応用を概説できる。 

 

E. 精神障害における脳機能測定法の基礎と臨床（和氣） 

統合失調症を中心とした精神障害における脳機能測定方法の理解を深め、病態や診断およ

び鑑別診断とそれらの治療方法などについて講義と演習を 3回に分けて実施する。 

行動目標 

１．精神障害における脳機能を客観的に評価する方法の原理と特徴を概説できる。 

２．精神障害の病態を理解し、さまざまな精神障害の鑑別診断と治療に適用できる。 

 

成績評価の方法 

すべての講義と演習が終わった後、規定の出席率を満たした学生に対し、課題を呈示し、

レポートの提出を指示する。そのレポートを行動目標の達成度を主眼に評価する。 

 


